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保健（咀嚼・傷害の防止）授業！ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎咀嚼（そしゃく）の授業 

 ２月８日(木)、保健の授業「咀嚼」を養護教諭の稲富先生が主で行いました。 

食育において、食べ物を噛んで食べるときの【咀嚼】はとても大事です。クロ 

ームブックを活用して、よく噛むことができているかを調べる【咀嚼スコア】 

を求めて、咀嚼の度合いを調べていきました。 

☆よく噛むことができるとどんないいことがあるのでしょうか？ 

⇒「ひみこの歯がい～ぜ」をキーワードにして、日々の食事に生かしていき 

ましょう。このことは、ご家族の皆さんとも食事の時にお話しして、広め 

ていきましょう。 

   

   

   

   

 

◎傷害防止の授業 

 ２月15日（木）、稲富養護教諭による保健の授業第二弾「傷害の防止」の様子です。出血があるときの応急手当

等について学習し、実際に包帯を巻く実習も行いました。自分でできる手当てをすることでけがの悪化を防ぐこと

ができることや、正しい知識をもつことで積極的に行動できるようになることを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿 中 だ よ り    第２０号 

令和６年２月２２日（木） 
江田島市大柿町大原９２０ Tel：0823-57-2065  fax：0823-57-2146 

  

【学校教育目標】「誠」を校訓として、人間性豊かな、たくましい生徒の育成につとめる 

～「時を守り」「場を清め」「礼を正す」～ 

新入生説明会 
 １月19日（金）に、来年度の新入生を対象とした説明会を行いました。６年生の皆さんもあと約１カ月少しで中

学生になりますね。中学生に向けて、しっかり準備していきましょう。説明会の後、御堂岡先生の家庭科の体験授業

を行いました。カードを使って楽しく関わり合って学びました。新入生の皆さんの入学を楽しみにしています。 

新入生の保護者の皆様、来年度からよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

ひ：肥満の予防     歯：歯の病気を防ぐ 

み：味覚の発達     が：がんの予防 

こ：言葉を正しく発音  い：胃腸の働きを良くする 

の：脳の発達      ｜ 

            ぜ：全力投球と体力向上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰コーナー 

令和 5年度「ふるさとの自然」作品コンクール 

入選 ２年 西浦 椎南 「カサゴ」 
 
第 47回広島県中学校吹奏楽連盟 

アンサンブルコンテスト（２月 10日） 

銅賞  
 

江田島市駅伝大会（２月 18日） 

 陸上部 出場 
 

えたじまオリーブ賞 

 ３年 沖元 杏奈【水泳で中国大会４位入賞】 

江田島市人権学習講演会 

 講師：副島 淳 さん 

２月３日（土）、能美町鹿川のわくわく

センターで、テレビ等でタレントや俳優

としてご活躍されている副島淳さんの

講演会がありました。 

どんなに困難なことがあって心が折

れそうになっても、何でもいいから楽し

いと思えるものを見つけて欲しい。人と

の違いをスペシャルと捉え、楽しんで生

きることの大切さを教えていただきま

した。 

 係などでご協力いただいたＰＴＡ役

員の皆様、ご参加された保護者の皆様、

ありがとうございました。 

２学期末 学校評価に係る保護者アンケートから 
 

２学期末に実施したアンケートで、肯定的回答の割合が高い項目は次のとおりでした。 

質問項目 肯定的回答(％)(今年度１学期) 

学校は、子供の良いところや努力を適切に評価している。 

学校は、子供の学力や学習の様子を適切に評価している。  

学校は、挨拶やルール、マナーなど、社会に通用する指導を行っている。 

学校は、教育目標をわかりやすく伝えている。 

学校は、清掃がなされ、掲示物も工夫され学びやすい環境である。 

96.1（93.5） 

96.1（97.9） 

96.0（89.4） 

94.1（91.5） 

94.1（95.7） 

教職員は、子供がやってはいけないことは毅然として厳しく指導している。 

教職員は、あいさつをはじめ、礼儀正しく対応している。 

98.0（83.0） 

94.1（97.9） 

 

逆に、肯定的回答が90％を下回る項目は次のとおりでした。 

質問項目 肯定的回答(％) (今年度１学期) 

進路に関わる連絡や情報提供が適切に行われている。 88.2（87.2） 

教職員は、傾聴する姿勢をもち、子供をよく理解して指導をしている。 88.2（85.1） 

  子供の良さの評価、学習についての評価、行動三原則を基本としたルールやマナーなどの指導につ

いては、肯定的回答が高いといえます。また、生徒への指導や教職員の対応の仕方についても一定の

理解をしていただていると感じます。しかし、進路についての情報提供や生徒理解については、80％

を超えていますが、他と比較するとやや低い数値でした。 

１学期と比べ、全体的に向上している項目は多くなっていますが、さらに傾聴する姿勢をもって生

徒理解に努め、３年間を通した進路指導、授業改善や学習意欲向上に向けた取組の改善・充実を図っ

ていきます。 


